
国際ROTARY2740地区
青少年交換 事業について

The spirit of Dejima once again
江戸時代 唯一海外へ開かれた地としての志(こころざし)

2024.04.21 青少年交換委員会 委員長 徳永 隆信(有田RC)



⽇本の教育及び留学事情

⽇本における国際化の現状



アジア圏の英語学習時期 低年齢化(小学三年)

「使える」英語習得が
重視されており、ディ
ベートやプレゼンテー
ションなどを英語で⾏
うこと、英語で⾃分の
考えを発信することに
⼒を⼊れた授業が⾏わ
れています。

どんどん「会話をする」
ということに重点が置か
れています。「間違って
もいいから伝える」こと
に焦点を当てているため、
実⽤に耐える英語を⾝に
つけられます
中国では週4コマ以上韓国では週3コマ以上

⽇本では、3.4年⽣週1コマ
5.6年⽣ 週2コマ以上

その後、受験⽤英語に切り
替わり「間違わない英語」
「⽂法中⼼の英語」となり
ます。

2001年
中国スタート

1997年
韓国スタート

2021年
⽇本スタート
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⽇本においての若年層における留学情勢

【⽇本の学⽣】
留学したい⼈ ＞＞ 他国の 1/2
留学したくない⼈ ＞＞ 他国の 2倍
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⽂部科学省の22年の調査で海外留学を希望しない理由の1位は「経済的な余裕がないから」

留学は富裕層中⼼に加速していく

⻑崎・佐賀

※所得が低くても
教育に⼒をいれて
いる県もある。

しかし、残念ながら
佐賀・⻑崎は
所得も低く教育費も
掛けない教育後進県。

【県別 教育に対しての熱意】
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⻑崎佐賀RCのロータリアンの消滅危機？

長崎佐賀の若者は、世界への扉さえも開かれていません

国際感覚を持った次世代経営者やリーダーはこの地で育つのか？

ゆるやかな鎖国「⽇本」 取り残される地⽅
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2023年度版

国際青少年交換委員会
活動報告



ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ内容(第4日曜) その他ｲﾍﾞﾝﾄ

7月 ｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ帰国報告会

8月 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ入国歓迎会

9月 選抜テスト

10月 地区大会参加の為休会 長崎ﾂｱｰ

11月 合格者説明会 鹿児島ﾂｱｰ

12月 クリスマス例会

1月 定例会(ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ完成)

2月 定例会

3月 お花見例会

4月 地区セミナー

5月 定例会 ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾂｱｰ

6月 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ送別会

毎月最終日曜日 委員会&オリエンテーション

国際青少年交換委員会 活動方針

これからは、青少年を下記のようにロー

タリーの親善大使を目的とし育成します。

【アウトバウンド生に期待すること】

・アイデンティティを持つ

・コミュニケーション能力向上

・語学力の向上・IT機器指導

・留学先へのリスペクトと貢献

・自分の将来探し

・異文化を楽しむ

【インバウンド生に期待すること】

・異文化を日本へ持ち込む

・日本文化への理解を深める

・地域の様々な人と交流し楽しむ 2



2023-2024年度 オリエンテーション活動報告/アウトバウンド生



2023-2024年度 オリエンテーション活動報告/インバウンド生



語学習得を目的とするのでは無く、語学を学び何をするのか？

留学先へのリスペクトと貢献について

長崎中央RC インバウンド候補生 上田 芽依(長崎東高校)候補生が

スピーチを行いました。

2023-2024年度 オリエンテーション活動報告/次年度 候補生
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ホストファミリーへのプレゼント 異国の地にて日本料理を振る舞う準備

2023-2024年 お泊りオリエンテーション活動報告



ペイフォワード可能の王国 2000年





ホストファミリーについて



県の制度や中学校を取り⼊れます
プレホストファミリー制度を新設
これまでホストファミリーは、ホストクラブが受け持っ
ていましたが、現在は候補生が探すスタイルになってい
ます。
<新提案>小・中学校や高校にポスター掲載。交換留学す
る前にホストファミリー体験をして貰い、交換留学に連
動すること無く、異文化体験をして貰います。

将来の留学候補生の層を厚くし、海外志向の家族を育てることになります。





• 2024年8⽉3⽇ ⻑崎県庁 表敬訪問



受入学校について



受⼊学校と年間を通して情報共有を⾏います。

委員会に毎⽉提出しているレポートを保護者の⽅に届け
て貰います。先⽣への理解と次年度の学年へ繋げていき
ます。



危機管理について



2023年度からの新しい取り組み
「状況把握」
すべてのやりとりの履歴をガバナー
事務局・幹事は⾒る事が出来ます。
「連携の強化」
LINEWORKSを使う事で、ホストファ
ミリーをホストクラブ任せにせず、
委員会でサポート致します。
「孤⽴させない」
1stホストファミリーが責任を持って、
2nd・3rdのサポートも⾏います。
「負担軽減」
ホストクラブで英語が難しい場合で
も、委員会がサポートを⾏います。



• 2024年7⽉28⽇ 2024年度第⼀回オリエンテーション


